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低解像度の 気象場か ら台風の 発生 ・ 経路を確率的に推定する試み
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1 ．は じめに

　地球温 暖化な どの 気候変動に よ り台風 の 頻度や 強

度が ど の 程度変化す るの か は社会的 に も高 い 関心 が

あ る が 、解像度 の 粗 い 全球 モ デ ル で 台風 の 変化 を調

べ る こ とに は限 界 が あ る。Knutson　et 　al ．（2008 ） は

NCEP 再解析 データを 与えた領域 モ デ ル で 1980年 か

ら 2005 年ま で の ハ リケ
ー ン 発 生数 の 年 々 変動 を精

度 よ く再現す る こ と に 成功 し た。し たが っ て 、粗 い

解像度 の SST や環境場 の 年 々 変動を用 い る こ とで 、
ハ リケ

ー
ン の 発 生数 が 復元 で き る こ とを示 して い る 。

Emanuel 　 et 　 al ．（2008 ） は熱 帯低気 圧 の 強 度や経 路

を確 率的に 表現 で き る手法を 開発 し、地 球温暖化 に

よ る熱帯低気圧 の 変化に つ い て 議論 し た。
　 そ こ で 本研 究 で は 、Emanue ！ et 　 al ． （2008 ） と 類

似 の ア プ ロ
ー

チ に よ り、解像度 の 粗 い 環境場 の デー

タ を用 い て 台風 の 確 率 的 な振 る舞い を推 定 す る 手 法

を開発す る こ とを目的 とす る 。 こ こ で は、個 々 の 台

風 の 予 報精度向 上 を 目指す の で はな く 、 長 期 的な台

風 の 特 徴 （発生数 、強度、経路な ど）の 変化を水平 解

像度の 粗い 気象デ
ー

タか ら どの 程度推定で きる の か

を検討 する。も し、こ の よ うな試みが 有用 で あれ ば、
全球 モ デル によ っ て計算 され た 地球温暖化予 測結果

を用 い て 台風 の 発 生数 や経 路 の 変化 にっ い て 議論す

る こ とが で き る 。 さ らに 、こ の よ うな手 法は 台風 の

季節 予 報に も応 用 で き る 可 能性 が あ る。

2 ．方法

　 こ こ で は、月平均の NCEP−NCAR 再解析デ ータ （U，　 V，
T，Rh）と 0工SST データ を使用 し た。台風の 発 生はA
平均 の 気象場か ら求め た発生 ポテ ン シ ャ ル （Emanuel
and 　Nolan

，
2004）が 、あ る閾値 を超 えた 場所 で 台 風

が 発生 する と仮定す る 。 台風 の 移動 は 、 月 平均 の 再

解析デ ータか ら求 めた指向流 に べ 一タ ドリフ トの 効

果 、日 々 の 指向流 の 分散か ら推 定 し た ラ ン ダム な変

動成分 を加 え た 移 動速 度を用 い る 。
こ れ を 6 時 間ご

とに繰 り返 し、経路を求め る 。 現段 階で は 、強度 に

つ い て は 計 算を 行 っ て い な い 。台 風 の 消 滅 は 、
MPI （Maximum　Potential 　 lntensity ）や海陸分布か ら

簡易的に決定 して い る。
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図 1 ： 130−180DE，5−30eNに お け る台 風 の 発 生数（ベ ス

　　 ト ト ラ ッ ク ）と発 生ポ テ ン シ ャ ル の 季節 変化

　　 （1982
−2006 年＞c

钁
　図 1 に北西太平 洋域 に お け る発生 ポテ ン シ ャ ル と

気 象庁 ベ ス ト トラ ッ クデ
ー

タ に よ る 発 生数 の 季節変

化 を示 す 。 横 井 ほ か （2008 年 春 学会）に も示 され て い

る よ うに、台風 発 生数 と環境 場 か ら求 めた発 生 ポテ

ン シ ャ ル の 季節変化は長期平均に お い て は よ く対応
し て い る。
　図 2 に ベ ス トトラ ッ ク に よ る 8 刀 と 10 月 の 台風経

路 とモ デル によ る台風経路 の 比 較 を示 す ，
こ こ で は

経路 モ デ ル の 検証 の た め 、実際に観測 され た 発生 点

を与 え て い る。月 平均風 速 を ベ ース と し て い る が 、

台風経路の 季節変化は まずまず再現 され て い る。10

月 で は、西 進 し中国 に L陸す る台風や転向 し て 日本

周 辺 へ 北 上 す る台風 の 特 徴 が 表 現 され て い る。

4．ま とめ と課題

　解像度 の 粗 い 環境場 を用 い て 台風 の 確率的な振 る

舞い を推定する こ とを 目的 と して 、発生や経路の 季

節変化 を推定す る手 法を検討 し た。図 1 に 示 され て

い るよ うに、台風 の 発生 数 と発 生ポテ ン シ ャ ル の 季

節変化 は よ く対応 して い るが 、 個 々 の 年に つ い て 比

較す る と、発生 ポ テ ン シ ャ ル の 高い 年 に 必 ず しも発

生数が 多い わけで はない
。 した が っ て、年 々 変動に

つ い て も表 現 で き る よ うな 手法 を検討 す る必要 が あ

る。今 後、軸対称 モ デル を用 い て 、台風強 度に つ い

て の 実験 を行 う予定 で あ る 。

本 研 究 は、東 京 大 学 領 域創 成 プ ロ ジ ェ ク ト 「気 候 ・環 境 問

題 に 関わ る 高度複合系 モ デ リン グの 基盤整備 」に よ り行 わ

れ た。
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